
保有台数減少時のキャッシュフロー対応イメージ（600億円ラダー完成後）

①通常時：収入額/支出額がそれぞれ600億円程度で安定
年間運用額：600億円（収入-支出+償還額）

当該年度
償還分

年限1 年限2 年限3 年限4 年限X 年限X+1

②収入減少時（支出額は変わらない）
毎年の収入が、500億円程度となった場合。（支出は600億円程度）
年間運用額：500億円（収入-支出+償還額）

当該年度
償還分

年限1 年限2 年限3 年限4 年限X 年限X+1

③支出増加時（収入額は変わらない）
毎年の支出が、700億円程度となった場合。（収入は600億円程度）
年間運用額：500億円（収入-支出+償還額）

当該年度
償還分

年限1 年限2 年限3 年限4 年限X 年限X+1

100億円 100億円 100億円 100億円

600億円
償還

600億円 600億円 600億円 600億円 600億円 600億円

600億円 600億円 600億円

600億円

～

各年限700億円ラダーの構成にする。支出額に見合ったラダーとなるまで、年限は短縮される。

最も長い年限のラダー残高は維持できず、年々ラダーは短くなる

償還分を最も長い年限に再投資

500億円

～ 600億円600億円

600億円
償還

600億円 600億円 600億円 600億円～

600億円
償還
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